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猪
苗
代
湖
に
か
わ
い
ら
し
い
観
光
船
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
親
亀
の

上
に
子
亀
が
乗
っ
た
形
の
船
「
か
め
丸
」
と

優
雅
な
白
鳥
の
形
の
船
「
は
く
ち
ょ
う
丸
」

で
す
。

　

創
業
し
て
か
ら
約
60
年
間
も
猪
苗
代
湖

上
で
運
行
し
、
観
光
客
や
地
元
の
方
に
も
愛

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
を
記
念
し
た
旅
行
で
乗
船
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
タ
モ
リ
さ
ん
も

か
め
丸
に
乗
船
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
様
式
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
自
粛
生
活
の
中
、
観
光
客
は
減
り
、

観
光
業
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。「
か

め
丸
」・「
は
く
ち
ょ
う
丸
」
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
行
会
社
は
昨
年
６
月

に
廃
業
し
、
今
年
の
７
月
ま
で
に
譲
渡
先
が

決
ま
ら
な
け
れ
ば
、
廃
船
・
解
体
の
運
命
に

あ
っ
た
の
で
す
。

　

観
光
船
が
停
泊
し
て
い
る
長
浜
港
の
近

く
に
「
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
み
な
と
や
」

と
い
う
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
社
長
で

あ
る
渡
部
英
一
さ
ん
が
、『
大
阪
の
企
業
が

「
か
め
丸
」・「
は
く
ち
ょ
う
丸
」
を
引
き
取
り
、

猪
苗
代
湖
で
は
な
く
別
な
場
所
で
運
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
。』
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

猪
苗
代
湖
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
観
光
船

が
消
え
て
し
ま
う
の
は
一
大
事
と
い
う
こ

と
で
、
す
ぐ
に
運
行
会
社
の
破
産
管
財
人
に

連
絡
を
取
り
、「
と
り
あ
え
ず
、
大
阪
の
企

業
に
観
光
船
を
譲
る
の
は
待
っ
て
欲
し
い
。

こ
れ
か
ら
新
会
社
を
立
ち
上
げ
る
。」
と
伝

え
た
そ
う
で
す
。

　

福
島
県
内
外
の
企
業
も
出
資
し
て
く
だ

さ
り
、
６
月
下
旬
に
新
会
社
「
猪
苗
代
観
光

船
」
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
、
渡
部
社
長
へ

応
援
の
声
が
あ
り
、
寄
附
の
申
し
出
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
船
の
改
修
費
等
の
一

部
を
募
り
、「
か
め
丸
」・「
は
く
ち
ょ
う
丸
」

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
目
標
金

額
は
１
５
０
０
万
円
。
終
了
の
１
週
間
前
ま

で
は
目
標
金
額
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た

の
が
、
最
終
日
２
日
前
か
ら
申
込
み
が
殺
到

し
、
目
標
額
を
上
回
る
１
６
０
０
万
円
の
支

援
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
く
ち
ょ
う
丸
は
塗
装
さ
れ
、
黒
目
が
以

前
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
く
ち
ば
し
は
オ
レ

ン
ジ
色
か
ら
黄
色
と
黒
色
へ
変
わ
り
、
よ
り

か
わ
い
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

  

か
め
丸
の
塗
装
は
２
年
前
に
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
今
回
は
塗
装
せ
ず
、
内
部
を
改
装

す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

    　

猪
苗
代
観
光
船
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま

り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
県
内
外

か
ら
１
７
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
は
、
背
景
に
磐
梯
山
が
あ
り
、
猪
苗

代
湖
を
運
行
す
る
か
め
丸
と
は
く
ち
ょ
う

丸
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の

周
り
に
は
船
の

舵
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。

㈱猪苗代観光船　代表取締役社長　渡部　英一さん

猪苗代観光船の
ロゴマーク

か
め
丸
等
の
観
光
船

か
め
丸
等
の
観
光
船  

復
活
へ

復
活
へ！！

猪
苗
代
湖
の
シ
ン
ボ
ル

「
か
め
丸
」「
は
く
ち
ょ
う
丸
」

廃
船
・
解
体
の
危
機

新
会
社「
猪
苗
代
観
光
船
」
設
立

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
支
援

は
く
ち
ょ
う
丸
塗
装

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

塗装前

塗装中

塗装後
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10
月
29
日
に
、「
は
く
ち
ょ
う
丸
」
の
運

行
が
再
開
し
ま
し
た
。
約
１
年
半
ぶ
り
の
再

開
に
、
多
く
の
方
が
喜
び
、
乗
船
さ
れ
ま
し

た
。「
か
め
丸
」
は
、
12
月
頃
に
再
開
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

実
は
、廃
業
後
も
「
か
め
丸
」・「
は
く
ち
ょ

う
丸
」
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
か
か
さ
ず
行

わ
れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
一
環
で
乗
客
を
乗

せ
ず
に
猪
苗
代
湖
を
周
遊
さ
せ
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
、「
か
め
丸
」・「
は
く
ち
ょ

う
丸
」
が
再
び
運
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
と
渡
部
社
長
は
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
再
開
で
き
る
の

は
、
そ
の
よ
う
な
陰
の
努
力
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
。

　

磐
越
西
線
の
鉄
道
が
で
き
る
前
、
運
送
は

湖
上
運
送
が
主
流
で
し
た
。（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ

の「
助
成
団
体
の
活
動
紹
介
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

明
治
31
年
に
磐
越
西
線
の
鉄
道
が
完
成
す

る
と
、
輸
送
は
湖
上
か
ら
陸
上
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
誕
生
し
た
の
が
観
光
船

で
す
。
昭
和
16
年
に
遊
覧
船「
天
鏡
丸
」が
誕

生
し
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、「
天
鏡
閣
」で

す
。（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
の
「
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
な
ん
と
こ
の
観
光
船

は
、
渡
部
社
長
の
御
祖
父
様
が
運
行
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
昭
和
33
年
に「
か
め

丸
」と「
は
く
ち
ょ
う
丸
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

時
代
を
経
て
、
渡
部
社
長
が
観
光
船
を
運
行

さ
れ
る
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
ね
。

　

復
活
し
た「
か
め
丸
」と「
は
く
ち
ょ
う
丸
」

に
会
い
に
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

猪
苗
代
湖
だ
け
で
な
く
裏
磐
梯
湖
沼
の

桧
原
湖
に
も
観
光
船
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。「
あ
づ
ま
丸
」
と
「
ば
ん

だ
い
丸
」
で
す
。

 　

こ
れ
ら
の
船
も
「
か
め
丸
」・「
は
く
ち
ょ

う
丸
」
の
運
行
会
社
が
所
有
し
て
い
た
た
め
、

解
体
・
廃
船
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
が
、
株

式
会
社
グ
ラ
ン
ベ
ル
ホ
テ
ル
に
譲
渡
さ
れ
、

今
年
の
７
月
よ
り
運
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
更
に
、「
裏

磐
梯
レ
イ
ク
リ

ゾ
ー
ト
」
に
宿

泊
す
る
と
、
料

金
が
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

乗
船
し
、
桧

原
湖
の
湖
上
で

し
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
風

景
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

運
行
再
開
へ

猪
苗
代
湖
観
光
船
の
歴
史

桧
原
湖
観
光
船
に
も
注
目

◆
湖
美
来
基
金
に
よ
る
支
援
事
業
決
定

　

令
和
３
年
度
の
「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」
湖
美
来
基
金
水
環
境
保
全
活
動
支
援

事
業
25
件
を
決
定
し
ま
し
た
。
交
付
決
定
総
額
は
４
、５
３
６
、１
９
３
円
で
す
。

交付団体・個人 事業名

郡山水と緑の案内人の会 猪苗代湖、安積疏水についての案内ガイド活動による湖南町地域活性化へ
の取組強化と案内時・研修時の清掃美化活動の取組

立花　千秋 定期的湖岸清掃事業
湯川端水道組合 先人からの水遺産を守り…ホタルの棲む川へ
NPO法人裏磐梯エコツーリズム協会 コカナダモ駆除活動
猪苗代湖の自然を守る会 猪苗代湖の水環境保全活動

猪苗代町立翁島小学校 「美しい猪苗代湖を取り戻すために一人一人が考え、実行しよう！」
～水質調査や体験活動をとおした猪苗代湖の水質改善への取り組み～

山と自然を守る会 山林の育成と自然環境の保全
長友　海夢 猪苗代湖産ヒシの実料理勉強会
福島県立あさか開成高等学校 猪苗代湖の水環境保全活動
檜原漁業協同組合 桧原湖・小野川湖における湖岸清掃事業
特定非営利活動法人輝く猪苗代湖をつくる県民会議 猪苗代湖北部水域等における水生植物回収等の活動及び水環境改善活動
福島県立湖南高等学校生徒会 猪苗代湖岸清掃活動
猪苗代ロータリークラブ 美しい猪苗代湖の砂浜美化と子ども達とのヒシ刈取り作業
郡山市立湖南小中学校 「湖南小中学校エコクラブ」による猪苗代湖水質調査等
日本野鳥の会会津支部 猪苗代湖北岸の鳥類調査
福島大学共生システム理工学類生物多様性保全研
究室

会津生物同好会植生調査グループによる1990 年代猪苗代湖標本の整理と
データベース化

福島大学共生システム理工学類生物圏環境解析研
究室 猪苗代湖に生息するヒメシロカゲロウ属の分類と生態に関する研究

大平　創 猪苗代湖の流入河川における底生動物を用いた水質評価および調査研究
会津若松市立湊小学校 水資源と地域とのつながりを体感する環境学習
郡山女子大学ナチュラルライフスタイル部 猪苗代湖と鬼沼・裏磐梯湖沼地域の水質と生物調査

会津大学短期大学部食物栄養学科漆谷ゼミ 猪苗代湖・裏磐梯周辺水系における環境 DNA 解析による特定外来生物の
生息分布調査

鈴木　正代 裏磐梯湖沼の水質調査

放送大学福島同窓会 猪苗代湖の定点観測地点での景観同一アングル撮影記録並びに水質観測
等による水辺の環境保全状況調査

安積疏水土地改良区 水環境の保全に関する普及啓発活動事業
NPO法人会津の文化づくり 山崎闇斎の猪湖八景を探望する
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
津
の
文
化
づ
く
り
で
は
、明
治
期
の
水

運
・
鉄
道
・
電
力
・
文
化
を
た
づ
ね
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
明
治
は
少
し
遠
く
な
り
だ
し
て
い
ま
す
が
、
湖
畔

に
そ
っ
と
耳
を
あ
て
て
み
る
と
、
現
代
の
産
業
を
築
い
た
会

津
人
の
息
吹
が
、
波
間
に
響
い
て
く
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、湖
美
来
基
金
の
助
成
を
受
け
、明
治
の
水
運
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
の
で
、一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
岩
代
国
猪
苗
代
湖
船
問
屋
各
港
図
」で
は
、
明
治
５
年

６
月
の
猪
苗
代
湖
で
の
問
屋
・
港
・
金
毘
羅
様
・
村
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
一
新
に
よ
っ
て
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
明

治
３
年
８
月
、
山
潟
港
の
問
屋
関
加
一
郎
が
戸
ノ
口
間
の
回

漕
を
始
め
ま
し
た
。
幅
９
尺
長
９
間
の
行こ
お

季り

船ぶ
ね
に
、
本
宮
方

面
か
ら
の
荷
物（
鉄
類
・
魚
類
・
雑
貨
）を
積
み
込
み
、
明

治
12
年
に
は
７
そ
う
を
保
有
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

内
国
通
運
会
社
が
東
京
に
設
立
さ
れ
、
明
治
８
年
に
は

若
松
取
扱
所
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
荷
物
の
発
着
数
が
増
大

し
だ
し
、
明
治
14
年
か
ら
17
年
間
の
荷
物
発
着
数
は
年
間

３
万
個
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
度
の
あ
る
猪
苗
代

湖
は
就
航
可
能
な
港
が

多
く
、
明
治
14
年
に
は

汽
船
取
扱
所
が
新
設
さ

れ
、
蒸
気
船「
通
運
丸
」

を
新
造
、翌
年
か
ら
就

航
さ
れ
ま
し
た
。（
参
照
：

「
発
着
地・時
間
表
」）

　

明
治
12
年
に
は
十
六

橋
が
県
道
橋
と
水
門
を

兼
ね
て
架
け
ら
れ
、
明
治
15
年
に
は
安
積
疎
水
が
完
成
し
、

安
積
野
に
農
業
用
水
が
通
水
し
開
拓
の
道
が
拓
か
れ
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
、
岩
越
鉄
道
が
郡
山
か
ら
若
松
に
敷
設
さ
れ

る
と
、
水
運
運
搬
量
が
減
少
し
ま
す
が
、
明
治
44
年
猪
苗

代
電
気
の
起
工
に
よ
り
、
猪
苗
代
・
戸
ノ
口
の
発
電
所
建
設

の
資
材
が
百
駄
船
で
運
ば
れ
る
と「
会
津
丸
・
猪
苗
代
丸
」

の
蒸
気
船
を
新
造
し
、
達だ

る

磨ま

舟ぶ
ね

50
そ
う
を
曳
航
し
砂
利
・

砂
な
ど
を
各
港
か
ら
採
取
し
て
建
設
現
場
に
運
び
ま
し
た
。

　

大
正
９
年
、上
戸
と
福
良
間
の
湖
南
汽
船
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
前
年
の
初
夏
、会
津
に
帰
る
人
が
、
山
潟
村
よ

り
小
汽
船
に
乗
り
ま
し
た
。「
湖
水
を
横
断
す
、波
は
平
ら
に

し
て
水
は
藍
の
如
し
、
右
に
見
ゆ
る
は
磐
梯
山
に
し
て
、
有

名
な
虚
無
僧
雪
は
消
え
残
り
あ
り
、
麓
に
見
ゆ
る
は
会
陽

の
太
守
土
津
神
君
の
霊
廟
あ
り
。湖
水
に
突
出
し
た
る
松
原

は
小
平
潟
浜
、
有
名
の
天
神
社
あ
り
。
左
に
見
ゆ
る
山
々
は

雪
ま
だ
ら
た
り
。西
北
に
翁
島
あ
り
、
松
樹
は
蒼
色
に
て
一

望
絶
佳
な
り
。間
も
な
く
戸
野
口
村
に
着
船
す
」と（「
会
津

会
々
報
」よ
り
）。（
文
責
：
簗
田
直
幸
）

令
和
２
年
度
「
き
ら
め
く
水
の
ふ
る
さ
と
磐
梯
」
湖
美
来
基
金
水
環
境
保
全
活
動
支
援
事
業

助
成
団
体
の
活
動
紹
介
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
津
の
文
化
づ
く
り

㈱会津電気工事 様 （会津若松市）

㈱アメニティいわき 様　 （いわき市）

協三工業㈱ 様　 （福島市）

イオンスーパーセンター㈱ 様　 （岩手県盛岡市）

イオン東北㈱ 様　 （秋田県秋田市）

イオンリテール㈱ 様　 （千葉県千葉市）

曹鉄メタル㈱ 様　 （磐梯町）

高橋　美恵子 様　 （福島市）

㈱ニチレイ 様　 （東京都中央区）

日曹金属化学㈱  会津工場 様　 （磐梯町）

福島県自動車リサイクル協同組合 様　 （郡山市）
（50 音順）

寄
付
御
礼

※一万円以上の寄付について掲載させていただきました。他にも多くの方
から寄付をいただきましたことに御礼申し上げます。

湖
美
来
基
金
に
対
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

発着地・時間表（通運丸運航表）（明治 15 年）

岩代国猪苗代湖船問屋各港図（明治５年６月）
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０・４
ha
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
廃
棄
物
１
８
０

㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。

※
猪
苗
代
湖
湖
岸
の
ヨ
シ
群
落
は
、

湖
内
に
流
入
し
た
窒
素
や
リ
ン

を
吸
収
す
る
水
質
浄
化
機
能

が
あ
る
の
で
、
地
上
部
が
枯
死

す
る
時
期
に
刈
り
取
る
な
ど
、

ヨ
シ
群
落
の
適
切
な
保
全
・
管

理
が
重
要
で
す
。

●
猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示

４
月
12
日
～
４
月
23
日	

会
津
若
松
市
生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
会
津
若
松
市
）

５
月
11
日
～
５
月
23
日	

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
（
三
春
町
）

７
月
12
日
～
７
月
23
日	

北
塩
原
村
裏
磐
梯
サ
イ
ト

	

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
北
塩
原
村
）

９
月
３
日
～
９
月
９
日	
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
）

９
月
14
日
～
９
月
26
日	
新
宿
御
苑
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

	

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
新
宿
区
）

※
企
画
展
「F

ukushim
a, P

erfect V
iew  

ふ
く
し
ま
の
自
然
の

魅
力
を
届
け
る
写
真
展
」
で
展
示

９
月
17
日
～
９
月
30
日

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
北
塩
原
村
）

※
企
画
展
「
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯

湖
沼
群
の
魅
力
～
猪
苗
代
湖
誕
生

の
ヒ
ミ
ツ
と
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐

梯
湖
沼
郡
の
魅
力
～
」
で
展
示

●
令
和
３
年
度
定
期
総
会

　

令
和
３
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
、
前
年
度
の
事
業

報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

●
猪
苗
代
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
１

猪
苗
代
湖
北
岸（
三
城
潟
、

小
黒
川
河
口
付
近
、
白
鳥
浜
、

松
橋
浜
）（
福
島
県
と
共
催
）

　

２
２
３
名
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
一
般
廃
棄
物

１
５
２
０
㎏
と
産
業
廃
棄
物

１
９
０
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
舟
津
浜
（
郡
山
市
湖
南
町
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
事
務
局
員

２
４
名
で
、
一
般
廃
棄
物
３
７
０
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
舟
津
浜
（
郡
山
市
湖
南
町
）

　

１
３
６
名
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ヨ
シ
刈
り
及
び

ご
み
回
収
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

刈
り
取
っ
た
ヨ
シ
群
落
の

面
積
は
約
０・
１
ha
で
す
。

事
前
刈
り
取
り
を
含
め
る
と

刈り取り・除去

汚濁物質
の流入

吸収

沈殿

汚濁物質の吸着・ろ過・分解

　湖美来クラブでは、会員のみなさまからいただいた会費を「湖美来基金」として、猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群
の水環境保全活動をしている団体や個人に助成し、役立てています。豊かな自然に恵まれた水環境を有する
猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群を美しいまま未来に引き継いでいくために、みなさまのご協力をお待ちしています。
ご入会希望の方は、ゆうちょ銀行又は郵便局窓口にて以下の口座に会費をお振り込みください。

　年 会 費： 2,000円（個人）　10,000円（法人）
　会員特典： 各種イベントのご案内、流域特産物の抽選プレゼントなど
　▶口　座： 02250－１－98147
　▶名　義： 猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会
振込手数料のかからない振込用紙付きの湖美来クラブ会員募集チラシをお送りしま
す。お気軽にお問合せください。
◦会員証・入会特典

入会された方には、漫画家　松本零士氏が作成した、湖美来イメージキャラクター
「湖春（こはる）」と「水恋（すいれん）」が描かれた湖美来クラブ会員証をお送りします。
また、入会特典としてオリジナルエコバックをプレゼント！

湖
み ず み ら い

美来クラブ
～猪苗代湖・裏磐梯湖沼群を一緒にきれいにしましょう～

会員
募集中

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全
対
策
推
進
協
議
会

令
和
３
年
度 

上
半
期
協
議
会
活
動
報
告

４
月
28
日

４
月
24
日

vo
l
・
１ 

７
月
10
日

vo
l
・
２ 

10
月
28
日

vo
l
・
３ 
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明
治
40
年
に
有あ
り

栖す

川
が
わ
の

宮み
や

威た
け

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿
下
が
旅
行
中

に
猪
苗
代
湖
畔
を
巡
遊
さ

れ
、
そ
の
美
し
さ
を
賞
せ
ら

れ
て
こ
の
地
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

様
式
を
取
り
入
れ
た
別
邸

を
明
治
41
年
に
建
設
し
、

大
正
天
皇
が「
天
鏡
閣
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

国
の
重
要
文
化
財
と
な
り
、

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
天
鏡
と
は
、
猪
苗
代
湖
を
指
し
て
お
り
、
建
設
さ
れ
た

当
時
は
、天
鏡
閣
か
ら
猪
苗
代
湖
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

館
内
の
み
ど
こ
ろ
と
し
て
、
暖
炉
の
イ
ギ
リ
ス
製
マ
ジ
ョ
リ
カ
タ
イ

ル
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
が
、

部
屋
に
よ
って
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
る
た
め
、
何
種
類
の
タ
イ
ル
が
あ
る

か
数
え
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

最
近
、
天
鏡
閣
を
訪
れ
る
若
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
昨

年
の
12
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」
の
ロ

ケ
地
に
選
ば
れ
、「
天
鏡
閣
」

は
、「
グ
レ
イ
ス
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ

ウ
ス
」
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
聖
地
巡
礼
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

館
長
の
長
沼
様
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た

の
で
、一
部
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
「
天
鏡
閣
」が
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た
理
由
は
？

🅐
「
日
本
国
内
で
外
国
の
洋
館
を
表
現
で
き

る
館
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

Q
「
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」に
関
す
る
お
す
す

め
の
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
は
？

🅐 

ポ
ス
タ
ー
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
南
側
庭

園
の
東
側
か
ら
見
た
外
観
で
す
。

Q
「
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」の
映
画
公
開
以
降
、
反
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

🅐 

当
館
を
見
学
さ
れ
る
お
客
様
は
、
中
高
年
の
ご
夫
婦
連
れ
や
シ
ル
バ
ー

世
代
の
客
層
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
映
画
公
開
直
後
に
は
ロ
ケ
地
巡

り
の
親
子
連
れ（
小
、
中
、
高
校
生
）の
利
用
が
増
え
ま
し
た
。
劇
場

公
開
初
日
の
舞
台
挨
拶
に
参
加
さ
れ
た
名
古
屋
の
方（
浜
辺
さ
ん
の

フ
ァ
ン
の
方
）が
、
勢
い
で
翌
日
に
天
鏡
閣
に
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

Q 
映
画
撮
影
で
苦
労
し
た
点
は
あ
り
ま
し
た
か
？

🅐 
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
国
指
定
重
要
文
化
財
を
撮
影
に
使
用
す
る
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
見
学
者
に
不
快
感

を
与
え
な
い
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
映
画
を
観
て
、
天
鏡
閣
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

猪
苗
代
湖
畔
に
あ
る
、

国
指
定
重
要
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

北西から見た天鏡閣

南から見た天鏡閣（映画に登場します）

マジョリカタイル

「約束のネバーランド」　Blu-ray ＆ DVD 発売中
発売元：フジテレビジョン　販売元：東宝
© 白井カイウ・出水ぽすか／集英社
© 2020 映画「約束のネバーランド」製作委員会

「
約
束
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」

右
側
に
あ
る
建
物
が「
天
鏡
閣
」で
す
。

三
角
屋
根
は
Ｃ
Ｇ
加
工
で
す
。

出演者のサインも飾られていました
左：浜辺美波さん　右：北川景子さん

おすすめ

　福島県では、猪苗代湖流域の水環境をとりまく生態系、自然史、景観等の魅力を幅広い
年代に発信することを目的に映像を制作しています。
   ［猪苗代湖］［魅力］［動画］で検索いただくと、ご覧いただけます。ぜひ、ご覧ください。

「猪苗代湖流域の魅力 ～猪苗代湖誕生のヒミツとは～」
　猪苗代湖がどのように誕生したのか、我々の生活にどの
様な恩恵を与えているかをCGや昔話などとともに紹介し、
猪苗代湖流域の魅力をお伝えします。

「猪苗代湖流域の魅力 ～生態系が伝える自然環境について～」
　猪苗代湖に生息する生物をとおして、猪苗代湖流域の魅
力をお伝えするとともに、その生態系を育む猪苗代湖の水
環境について紹介します。

魅力を映像で発信！！

天
鏡
閣
（
猪
苗
代
町
）


